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○
内
蒙
古
・
長
城
地
帯
　
乙
種
第
｝
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
東
亜
考
古
學
一
目

　
現
時
支
那
本
土
に
於
け
る
考
古
三
三
調
査
の
殆
ど
見
る
旧
き
も

の
」
な
い
の
に
謝
し
て
、
こ
れ
を
喋
る
諸
地
域
に
於
て
は
、
我
國

を
初
め
鰍
米
の
諸
學
者
に
一
っ
て
着
々
弛
る
業
績
が
牧
め
ら
れ
、

こ
れ
に
課
し
て
は
事
新
し
く
述
べ
立
て
る
迄
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
此
塵
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
調
査
報
告
書
の
如
き
は
か
量
る
業

績
の
上
に
、
夏
に
光
輝
を
添
へ
る
も
の
と
噛
し
て
も
過
需
で
は
な

い
。
郎
ち
本
書
は
水
野
精
一
。
江
ヒ
波
夫
爾
學
士
が
去
る
昭
和
五

年
内
蒙
古
地
方
及
び
長
城
地
墨
を
踏
査
し
、
其
の
地
に
重
て
親
し

く
蒐
集
し
た
諸
資
料
に
墓
い
て
研
究
し
た
結
果
を
登
表
さ
れ
た
も

の
で
、
調
査
報
告
と
構
す
る
よ
り
潤
ろ
集
成
的
研
究
と
謂
ふ
が
當

っ
て
居
る
。

　
其
の
内
容
を
見
る
に
第
一
は
蒙
古
石
器
時
代
の
文
化
、
第
二
は

綴
蓮
青
銅
器
、
第
三
は
支
那
北
聡
に
於
け
る
縄
謄
文
土
器
造
蹟
の

三
篇
に
分
っ
て
居
る
。
第
…
篇
に
於
て
は
先
づ
内
蒙
古
錫
野
鶴
爾

地
方
の
薪
石
器
時
代
の
聖
跡
に
就
い
て
議
し
、
其
の
砂
漠
地
帯
で

　
　
　
　
　
　
　
第
一
　
十
ぬ
麿
　
第
一
二
號
　
　
　
幽
ハ
ご
四

あ
る
と
こ
ろ
が
ら
，
純
梓
な
る
包
含
鷹
の
尊
見
は
困
難
で
あ
る
が

多
撒
の
石
器
を
獲
た
。
批
の
石
器
は
殆
ど
打
製
の
細
石
器
で
、
石
材

は
多
く
碧
玉
・
玉
髄
・
砺
欝
等
が
期
ひ
ら
れ
磨
製
品
と
し
て
砂
岩
か

ら
成
る
石
田
・
石
皿
・
環
石
等
が
あ
る
。
土
器
は
其
の
存
在
僅
少
で

種
類
も
櫛
目
文
の
も
の
を
主
と
す
る
。
此
等
の
出
土
品
は
此
の
地

方
に
限
ら
す
《
蒙
古
高
原
共
通
な
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
特
色
で
あ

る
細
石
器
に
よ
っ
て
、
此
の
地
の
新
石
器
時
代
の
文
化
が
ア
ジ
ア

大
陸
の
砂
漠
草
原
地
帯
に
行
は
れ
た
所
謂
舅
9
亀
量
。
9
曹
δ

に
属
す
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
而
も
最
も
親
縁
閣
係
を
有
す
る

の
が
ロ
シ
ア
西
比
測
距
地
方
の
新
石
羅
時
代
で
あ
る
。
然
し
そ
れ

と
共
に
猫
自
の
地
方
的
特
色
を
持
っ
て
居
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

叉
黄
河
流
域
の
文
化
と
も
接
鱗
の
あ
っ
た
こ
と
は
一
部
共
通
の
土

器
・
石
器
を
有
す
る
こ
と
に
櫨
っ
て
知
ら
れ
る
。
郵
貯
施
に
注
意
す

・
べ
き
は
蒙
古
高
原
に
彩
色
土
器
の
繊
土
の
峡
け
て
居
る
こ
と
で
、

こ
の
土
器
は
そ
の
根
源
が
西
方
に
求
め
ら
れ
而
も
薄
地
に
於
て
は

細
石
器
に
伸
は
れ
て
居
る
場
合
が
多
い
。
此
の
鮎
か
ら
、
蒙
古
高
原

に
於
て
は
蹟
に
細
石
器
の
み
を
輸
入
し
、
こ
れ
に
反
し
て
黄
河
流

域
に
於
て
は
彩
色
土
器
の
み
を
探
興
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（ユ70）



億
て
蒙
古
細
石
器
文
化
の
實
年
代
は
何
時
頃
に
求
む
可
き
で
あ
ち

う
か
。
蒙
古
愚
心
に
於
て
は
年
代
観
の
撃
糠
を
有
し
な
い
の
で
、

隣
接
諸
文
化
附
の
年
代
か
ら
こ
れ
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の

僅
少
で
は
み
る
が
定
形
土
器
や
縄
文
土
器
の
存
在
が
先
づ
手
掛
り

葱
與
へ
る
。
こ
れ
等
の
土
器
ば
先
秦
文
化
を
特
色
付
け
る
も
の
で

あ
り
，
其
の
年
代
の
上
瓦
は
団
○
ト
う
O
O
O
と
さ
れ
て
房
る
故
、
少

く
と
も
こ
」
に
爾
文
化
の
併
行
が
考
へ
ら
れ
る
。
加
之
，
西
亜
に

、
於
け
る
細
石
器
文
化
の
年
代
も
ヒ
d
O
A
i
。
。
a
O
O
に
湖
る
こ
と
が
説

か
れ
て
居
る
。
こ
れ
等
の
事
實
か
ら
、
虜
ら
蒙
古
細
石
器
文
化
年

代
の
上
限
も
推
定
さ
れ
や
う
。
而
し
て
此
の
時
代
は
所
謂
ス
キ
ー

レ
。
シ
ベ
リ
ア
式
青
銅
器
文
化
が
此
の
地
方
を
覆
ふ
に
至
る
ま

で
、
r
師
ち
切
O
α
o
o
頃
ま
で
鍛
荒
し
た
。
此
の
期
間
に
於
け
る
彼

等
の
雄
活
を
窺
ふ
に
、
其
の
野
物
に
糠
っ
て
起
せ
ら
薫
る
襟
に
、

農
耕
生
活
を
螢
ぎ
す
狩
猟
民
族
と
し
で
專
ら
遊
牧
生
活
に
從
つ
た

の
で
あ
っ
た
。
土
器
の
嚢
蓬
に
於
て
見
る
往
き
も
の
・
な
い
の
も

亦
麻
睡
に
起
因
す
る
と
云
へ
や
う
。

　
第
二
篇
は
オ
ル
ド
ス
。
整
磁
地
方
を
中
心
と
し
て
出
土
す
る
特

色
あ
る
青
銅
器
、
此
慮
に
所
講
繧
遽
膏
鋼
器
に
覆
す
る
解
説
で
あ

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

る
。
此
の
青
銅
器
を
伸
ふ
文
化
を
從
來
一
般
的
に
ば
ス
キ
…
卜
・

シ
ペ
リ
ァ
文
化
或
は
北
方
ユ
ウ
ラ
シ
ア
文
化
の
名
樗
の
下
に
呼
ん

で
居
る
が
、
近
此
此
の
方
面
の
研
究
が
漸
次
進
歩
す
る
と
共
に
其

の
地
方
的
な
特
色
も
明
か
に
さ
れ
、
從
っ
て
名
稔
も
愛
化
し
て
、

或
は
ス
キ
ー
ト
蒙
古
文
化
と
か
、
夏
に
叉
、
・
オ
ル
ド
ス
青
銅
器
文

化
・
鞍
湛
青
銅
器
文
化
等
の
名
を
冠
す
る
に
至
っ
た
。
爾
學
士
は

、
此
の
特
色
あ
る
所
謂
繧
遽
青
銅
器
を
直
接
繧
遠
・
包
頭
。
五
原
寸
の

現
地
に
於
て
購
入
し
、
，
そ
れ
に
糠
り
出
土
地
の
範
園
を
限
定
し
、

其
の
調
査
に
基
い
て
総
括
的
な
募
察
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
此
の

購
入
品
の
種
類
は
甚
だ
多
く
、
其
の
大
略
を
暴
け
て
も
、
銅
斧
。
銅

劒
・
刀
子
等
の
利
器
を
初
め
、
甲
冑
等
の
武
具
、
馬
面
・
今
回
の
馬

具
類
或
は
革
金
具
・
鮫
具
の
如
き
．
叉
は
銅
容
器
の
如
き
、
其
の
他

古
銭
・
鏡
鑑
・
印
章
等
に
及
ん
で
居
る
。
一
彼
の
鋼
筆
と
輕
路
・
径

路
と
の
關
係
、
帯
鈎
と
師
比
・
糠
喜
と
の
連
係
に
於
け
る
如
き
，

或
は
十
字
架
形
・
卍
宇
形
の
印
章
類
が
元
代
の
景
敏
徒
た
る
翁
牛

特
族
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
如
き
は
固
よ
り
研
究
の
主
題
外
に
規

す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
一
億
て
、
此

等
の
器
物
を
通
じ
て
、
、
蟷
造
の
粗
末
な
こ
と
・
、
装
飾
意
匠
に
動

　
　
　
　
　
　
　
筑
ハ
ニ
十
・
巻
　
　
第
三
號
　
　
　
山
ハ
ニ
五
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”
踊
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
　
　
4
亦
　
　
　
　
　
　
グ

頑
丈
の
豊
富
な
こ
と
が
尤
も
注
意
さ
れ
る
が
、
此
等
の
種
々
の
特

質
を
求
め
、
こ
れ
を
産
離
し
た
文
化
を
推
察
す
る
際
、
西
下
利
亜

の
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
文
化
a
支
那
に
於
け
る
秦
漢
文
化
と
封
比
す
る

な
ら
ば
一
麿
明
瞭
に
把
握
さ
カ
や
う
。
謙
っ
て
想
ふ
に
，
ミ
ヌ
シ

ン
ス
ク
文
化
は
大
略
二
つ
の
時
期
に
劃
さ
れ
て
居
る
。
立
ち
南
露

の
ス
キ
ー
季
動
物
意
匠
の
斑
入
以
前
と
そ
れ
以
後
と
で
あ
る
。
所

謂
ス
キ
ー
ト
：
乳
ベ
リ
や
文
化
と
は
輪
入
以
後
の
時
代
を
指
し
、

其
の
時
期
は
ほ
草
切
○
α
O
O
似
後
と
さ
れ
て
居
る
。
此
の
二
時
期

の
相
蓮
を
繧
遽
青
銅
器
逡
物
に
比
較
す
る
場
合
同
憂
の
府
民
を
持

つ
妙
品
が
矢
張
り
看
取
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
や
が
て
、
繧
遠
青
銅

文
化
を
ば
岡
襟
b
づ
O
α
O
O
を
境
と
し
て
前
後
二
時
期
に
刻
す
る
こ

と
の
可
能
性
を
考
へ
し
め
る
。
一
方
、
黄
河
流
域
に
於
て
襲
射
し

た
秦
漢
文
化
に
就
い
て
見
る
に
，
こ
れ
は
謂
ふ
迄
も
な
く
、
周
式

文
化
の
糠
承
で
は
あ
る
が
、
そ
の
間
自
ら
差
蓮
が
存
す
る
の
で
あ

っ
て
、
其
の
一
つ
と
し
て
西
北
方
文
化
郎
ち
ス
キ
ー
ト
・
シ
ベ
リ
ア

文
化
の
影
響
が
特
に
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
は
秦
漢
式
文
化
、

嚴
密
に
謂
ふ
な
ら
ば
三
二
文
物
の
上
に
殆
ど
総
て
湿
れ
て
居
る
。

此
庭
に
秦
式
と
曝
す
．
る
の
は
歴
史
上
か
ら
す
る
秦
代
の
古
式
の
意

　
　
　
　
　
　
第
二
十
－
巷
　
第
一
工
號
　
　
　
山
ハ
ニ
轟
ハ

味
で
は
な
く
其
の
立
流
年
代
は
b
づ
○
α
o
o
頃
ま
で
も
遡
り
得
る
。

一
所
謂
秦
式
の
虚
構
は
准
河
式
・
秦
楚
式
・
載
國
（
秦
）
式
・
或
は

周
末
漢
初
・
新
式
期
等
を
以
っ
て
も
行
は
れ
て
居
る
が
、
其
の
南
流

年
代
の
中
心
が
戦
國
時
代
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
鮎
か
ら
こ
れ
を

戦
國
式
と
呼
ぶ
の
が
最
も
穏
當
と
想
ふ
。
1
一
此
の
秦
式
文
物
は

其
の
形
式
的
併
行
關
係
を
繧
湛
青
銅
器
の
跨
に
認
め
る
こ
と
が
出

來
、
而
も
此
の
形
式
の
も
の
が
緩
蓬
青
銀
器
文
化
の
中
心
時
期
に

當
っ
て
居
る
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
す
性
心
青
銅

器
文
化
の
最
盛
期
を
書
式
文
化
期
と
謝
慮
せ
し
め
て
、
後
者
の
年

代
か
ら
前
者
の
そ
れ
を
比
定
す
る
こ
と
を
又
可
能
な
ら
し
め
る
。

邸
ち
秦
式
青
銅
器
文
化
は
切
0
9
㌣
ヒ
d
O
P
O
O
降
っ
て
も
切
〇
一
〇
〇

ま
で
の
時
期
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
が
又
鞍
遠
青
銅
器
文
化
の

盛
期
を
劃
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
置
く
時
期
に
於
て
は
逆
に
黄

河
中
原
の
文
化
が
完
塗
に
長
城
地
帯
を
掩
ひ
緩
湛
文
化
を
却
っ
て

自
序
の
影
響
の
下
に
置
く
と
い
ふ
こ
と
が
現
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

漢
民
族
の
政
治
的
壁
展
と
連
黒
し
て
よ
り
明
白
に
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
が
切
O
“
。
O
O
頃
か
ら
諺
U
卜
⊃
…
ω
O
O
頃
に
ま
で
亙
り
、

か
く
て
思
量
時
代
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
時
期
を
繧
淫
青
銅
丈

（IR，　）



化
の
晩
期
と
す
る
。
要
す
る
に
前
後
二
期
に
大
別
し
、
後
期
は
又

盛
期
晩
期
の
二
期
に
分
か
た
れ
る
。
こ
の
文
化
の
分
布
は
オ
ル
ド

ス
。
密
漁
地
方
を
中
心
と
し
束
は
熱
河
地
方
、
西
は
淵
叢
に
及
ぶ
長

城
地
帯
、
南
は
垂
水
の
上
流
に
延
び
、
北
は
満
蒙
を
覆
ふ
贋
大
な

る
地
域
に
及
ん
で
居
る
。
果
し
て
然
ら
ば
か
く
の
如
き
文
化
の
所

有
者
は
如
何
な
る
警
護
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
を
歴
史
上

に
求
む
る
な
ら
ば
當
時
漢
民
族
と
封
抗
し
て
西
北
に
雄
飛
し
た
旬

奴
に
外
な
ら
な
い
。

　
第
三
篇
は
李
繧
鐵
路
沿
線
地
帯
、
郎
ち
陰
山
由
脈
の
南
に
あ
る
r

高
原
地
方
に
於
け
る
十
一
個
入
の
慰
蹟
調
査
の
報
告
で
あ
る
。
内

九
岩
狸
は
漢
式
の
菰
枕
で
而
も
聚
落
趾
が
大
部
分
を
占
め
て
居
る

出
土
晶
は
石
器
を
も
含
ん
で
居
る
が
殊
に
特
色
の
あ
る
も
の
は
縄

深
江
土
器
で
あ
る
。
此
等
の
癒
兵
事
物
を
通
じ
て
見
る
と
き
は
、
漢

代
に
於
け
る
漢
民
族
の
勢
力
進
娼
が
躍
に
軍
事
的
・
改
治
的
な
も

の
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
雛
測
さ
れ
る
。
齢
ち
此
等
の
背
後

に
あ
っ
て
定
居
聚
落
に
よ
る
経
神
的
殖
民
が
行
は
れ
た
こ
と
が
知

れ
る
。
か
・
る
藩
況
の
下
に
あ
っ
て
此
の
地
方
の
遊
牧
民
族
は
如

何
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
聖
駕
の
語
る
所
、
彼
等
は
漢
文
化
の
影

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
純

麗
の
下
に
特
種
な
生
活
を
維
持
し
て
居
た
こ
と
が
蒸
せ
ら
れ
る
Q

　
以
上
大
略
で
は
あ
る
が
三
篇
の
内
容
の
紹
介
で
あ
る
。
此
の
三

篇
は
勿
論
差
立
的
な
調
査
報
告
で
は
あ
る
が
、
地
域
的
に
年
代
的

に
相
漣
饗
し
爺
も
古
代
に
於
け
る
漢
民
族
と
北
方
民
族
と
の
接
鰯

思
想
の
解
明
に
資
す
る
所
大
な
り
と
謂
ふ
導
き
で
あ
ら
う
。
中
に

就
い
て
第
二
篇
に
解
説
し
て
居
る
綴
遠
青
銅
器
は
近
時
流
行
と
も

云
は
れ
る
程
一
般
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
雌
蕊
士
に
発
っ
て
試

み
ら
れ
た
考
察
は
氏
等
自
ら
も
言
及
し
て
居
る
如
く
嚴
密
な
る
考

古
學
的
立
場
か
ら
は
其
の
方
法
に
於
て
鋏
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

叉
購
入
の
規
準
に
就
い
て
溶
し
も
不
安
な
し
と
は
謂
ふ
を
得
な

い
。
然
も
地
域
を
煮
る
程
度
限
定
し
得
た
と
云
ふ
鮎
に
於
て
從
來

に
過
ぎ
、
黒
黒
の
蒐
集
に
當
っ
て
は
零
細
な
る
も
の
に
ま
で
及
ん

で
居
る
鮎
で
其
の
勢
を
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
今
後
の

研
究
は
或
る
織
に
就
い
て
更
に
明
確
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
断

し
い
事
實
も
登
見
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
結
果
依
る
鮎

に
就
い
て
は
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
、
而
も
既
に
此

の
方
蕗
に
不
充
分
な
が
ら
扁
二
の
絵
括
的
研
究
も
あ
る
の
で
あ
る

か
ら
醸
し
も
其
の
功
績
の
全
部
が
負
は
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
傑
〕
　
第
滋
一
號
　
　
　
轟
ハ
ニ
射
一
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紹
　
　
　
介

し
て
も
、
こ
れ
が
考
古
學
・
東
洋
難
事
に
封
ず
る
磁
路
は
音
な
く

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
想
ふ
。
（
四
六
倍
版
、
東
亜
考
古
學
會

登
行
定
置
十
割
）
（
小
野
〉

○
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
　
　
幅
、

　
　
　
　
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告

第
一

　
日
本
古
文
化
研
究
所
の
考
古
金
的
方
面
に
於
け
る
昨
昭
和
九
年

度
の
活
躍
は
梅
原
京
大
助
敏
授
の
手
に
よ
っ
て
、
臼
本
に
於
け
る

古
墳
墓
の
中
、
近
畿
地
方
の
も
の
に
増
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

邸
ち
本
書
が
そ
の
報
告
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
に
於
い
て
な
さ
れ
た
古
塁
墓
の
調
査
は
大
和
に
あ
っ
て
は

奈
良
市
鶯
塚
古
墳
、
越
岩
屋
幽
吉
壌
，
櫻
井
町
艸
墓
古
墳
，
李
群

言
西
宮
古
墳
の
四
基
，
山
城
に
て
は
乙
訓
郡
燕
子
岳
の
一
古
墳
，

擁
津
に
て
は
耳
原
古
墳
，
鉢
塚
古
墳
、
火
打
村
勝
鵜
寺
古
墳
の
三

基
、
河
内
に
て
は
寛
弘
寺
の
一
古
墳
、
飛
鳥
の
石
室
古
墳
二
野
，
五

條
の
方
形
墳
の
四
基
，
通
計
＋
二
基
の
古
墳
と
附
録
と
し
て
備
後

御
年
代
古
墳
の
調
査
を
の
せ
ら
れ
て
る
る
。
こ
れ
ら
の
十
撒
基
の

古
墳
は
、
そ
の
中
二
三
の
封
土
の
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
含

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
∴
鵡
號
　
　
　
六
二
八

む
が
他
は
す
べ
て
封
土
の
實
測
と
石
室
の
實
測
を
あ
は
せ
行
ひ
、

從
來
こ
の
二
者
が
一
般
に
切
り
は
な
さ
れ
て
考
へ
ら
れ
特
に
封
土

の
如
き
は
そ
の
實
測
に
多
人
数
の
協
力
を
要
す
る
も
の
な
る
黙
よ

り
行
は
れ
た
る
こ
と
極
め
て
ま
れ
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本

書
に
於
で
は
じ
め
て
至
境
外
形
の
實
測
と
古
墳
虫
膿
の
實
測
と
を

共
に
行
ひ
そ
の
間
に
於
け
る
二
者
の
よ
り
高
次
な
蓮
繋
を
考
へ
ん

と
も
弛
。
從
來
行
は
れ
き
た
っ
た
封
土
、
石
室
、
及
び
遺
物
の
三

者
の
餐
々
個
別
的
な
る
研
究
に
籍
し
て
、
こ
の
三
者
の
綜
合
的
同

時
的
研
究
よ
の
す
る
全
的
古
墳
の
有
機
的
存
在
形
態
を
見
極
め
ん

と
の
意
思
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
・
先
づ
最
初
に
世
に
あ
ら
は

れ
た
成
書
で
あ
る
。
…
從
っ
て
同
一
の
意
圖
に
よ
っ
て
以
後
本
研
究

所
に
於
て
な
さ
れ
る
と
豫
質
せ
ら
れ
る
古
墳
調
査
の
糠
喜
の
結
果

は
こ
、
に
我
國
古
墳
の
轟
然
た
る
書
籍
化
が
完
成
せ
ら
れ
る
で
あ

ら
・
フ
。

　
此
如
き
研
究
態
度
を
も
つ
て
す
る
時
は
、
本
報
告
書
の
如
き
僅

々
＋
数
基
の
古
墳
の
調
査
の
結
果
に
於
て
も
左
記
の
如
き
催
事
實

を
知
る
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
邸
ち
そ
の
重
な
る
も
の
を
摩
ぐ

る
な
ら
ば
、
慧
骸
の
理
葬
後
に
戸
口
の
構
造
部
分
が
封
土
の
外
に
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